
飛
沫
感
染
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
特
に
、
高
齢

者
や
慢
性
疾
患
を
持
っ
て
い

る
人
、
疲
労
気
味
、
睡
眠
不

足
の
人
は
、
重
症
化
す
る
可

能
性
が
高
く
な
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
「
ゴ
ホ
ン
一
〇
万
、

ハ
ク
シ
ョ
ン
一
〇
〇
万
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

ウ
イ
ル
ス
は
1
回
の
咳
で
一

〇
万
個
、
1
回
の
く
し
ゃ
み

で
一
〇
〇
万
個
が
空
気
中
に

ば
ら
ま
か
れ
ま
す
。
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
吸
い
込
ん
だ
り

ヒ
ト
に
う
つ
し
た
り
し
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
。

特
に
普
段
か
ら
、
中
高
年

の
お
じ
さ
ま
た
ち
は
大
き
な

声
を
出
し
て
の
く
し
ゃ
み
や

咳
は
止
め
て
、
必
ず
ハ
ン
カ

チ
や
テ
ッ
シ
ュ
で
口
を
押
さ

え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
西
洋
の
人
は
こ
の
マ
ナ

ー
を
非
常
に
大
事
に
し
ま

す
。
例
え
ば
、
外
国
籍
の
飛

行
機
に
乗
っ
た
場
合
に
ハ
ン

カ
チ
や
テ
ッ
シ
ュ
で
口
を
押

さ
え
な
い
で
大
き
な
く
し
ゃ

み
や
咳
を
す
る
と
キ
ャ
ビ
ン

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
テ
ッ
シ
ュ

を
持
っ
て
跳
ん
で
く
る
か
、

あ
か
ら
さ
ま
に
嫌
な
顔
を
さ

れ
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
湿
度
50
％
以

上
で
生
存
率
が
急
速
に
低
下

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。加

湿
器
な
ど
を
使
っ
て
湿
度

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

睡
眠
不
足
か
ら
く
る
疲
れ

と
ス
ト
レ
ス
は
、
風
邪
に
対

抗
す
る
免
疫
の
働
き
を
弱
め

ま
す
。

栄
養
の
偏
り
や
食
べ
す
ぎ

は
、
体
の
調
子
を
崩
し
ま

す
。
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
も
、

同
様
で
す
。
免
疫
の
力
は
、

体
の
状
態
に
左
右
さ
れ
る
も

の
。
偏
食
・
暴
飲
・
暴
食
は

控
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

.

適
度
な
運
動
は
体
の
調
子

を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
乾
布

ま
さ
つ
で
皮
膚
を
鍛
え
る
の

も
効
果
的
。
寒
さ
の
刺
激
に

強
く
な
り
ま
す
。

あ
ま
り
厚
着
を
し
て
い
る

と
、
寒
さ
に
対
す
る
抵
抗
力

が
つ
き
ま
せ
ん
。
と
い
っ

て
、
無
理
な
薄
着
は
逆
効

果
。

あ
ら
か
じ
め
習
慣
づ
け
て
お

か
な
け
れ
ば
、
万
全
の
予
防

策
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
「
流

行
り
始
め
て
か
ら
で
十
分
じ

ゃ
な
い
か
」
、
と
思
っ
て
い

る
間
に
、
う
つ
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
風
邪

は
季
節
を
問
い
ま
せ
ん
。

８

日
常
の

人
ご
み
を
を
避
け
る

適
度
な
湿
度
を
保
つ

（
50
～
60
％
）

十
分
な
睡
眠

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
と
栄
養
補
給

体
調
を
整
え
る
適
度
な

運
動

極
端
な
厚
着
、
薄
着
を

し
な
い

手
洗
い
、
う
が
い
を
す

る

供養料 一霊 一万円

塔婆料 一本 二千円



.

子
供
ら
と
手
毬
つ
き
つ
つ
こ
の
里
に
遊
ぶ
は
る
ひ
は
暮
れ
ず
と
も
よ
し

大
愚
良
寛

栄
蔵
（
良
寛
）
は
、
七
歳
こ
ろ
か
ら
漢
学
者
・
大
森
子
陽
の
塾
で
地
蔵
堂
（
現
・
燕
市
分
水
）
に

あ
る
「
三
峰
館
」
に
通
い
、
中
国
の
古
典
も
熱
心
に
学
ん
だ
。
良
寛
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
越

後
国
出
雲
崎
（
現
・
新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町
）
の
名
家
、
町
名
主
で
回
船
問
屋
の
橘
屋
山
本
家
に

生
ま
れ
た
。
幼
名
を
栄
蔵
と
い
い
、
四
男
三
女
の
長
男
。
父
、
泰
雄
は
名
主
（
庄
屋
）
に
し
て
、
町

に
あ
る
石
井
神
社
の
神
宮
を
務
め
、
以
南
と
い
う
俳
人
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
十
八
歳
で
名
主
見
習
い
役
に
な
っ
た
ば
か
り
の
栄
蔵
は
、
突
然
出
家
の
準
備
の
た
め
尻

瀬
の
曹
洞
宗
光
照
寺
に
身
を
よ
せ
剃
髪
し
て
し
ま
う
。
栄
蔵
二
十
二
歳
の
時
、
光
照
寺
に
備
中
玉
島

(

現
・
岡
山
県
倉
敷
市
）
の
円
通
寺
の
住
職
・
大
忍
国
仙
和
尚
が
訪
れ
た
。
こ
こ
で
栄
蔵
は
出
家
・

得
度
し
、
良
寛
と
い
う
僧
名
を
与
え
ら
れ
た
。
良
寛
は
国
仙
和
尚
の
崇
高
な
る
人
柄
に
感
銘
し
円
通

寺
で
約
十
二
年
間
修
業
し
、
嗣
法
を
受
け
た
後
、
諸
国
行
脚
の
旅
に
出
る
。

し

ほ

う

あ

ん

ぎ

ゃ

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
新
潟
に
戻
り
、
四
十
七
歳
の
と
き
国
上
山
（
現
・
燕
市
）
に
あ
る
国
上

寺
の
五
合
庵
で
約
二
〇
年
間
を
過
ご
す
。
そ
の
後
十
年
間
は
五
合
庵
の
ふ
も
と
に
あ
る
乙
子
神
社
の

草
庵
に
移
り
住
む
。
文
政
九
年
に
国
上
山
を
離
れ
て
、
島
崎
（
現
・
長
岡
市
）
の
名
家
・
木
村
家
に

移
住
す
る
。
そ
の
頃
、
貞
心
尼
と
出
会
い
和
歌
を
詠
み
あ
い
晩
年
心
温
ま
る
交
流
が
続
い
た
。

て

い

し

ん

に

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
、
木
村
家
で
息
を
引
き
取
る
。
享
年
七
十
四
歳
。

五合庵



国上山

鉢
の
子
・
応
量
器



良寛書の天上大風
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（
50
～
60
％
）

十
分
な
睡
眠

事
と
栄
養
補
給

体
調
を
整
え
る
適
度
な

運
動

極
端
な
厚
着
、
薄
着
を

し
な
い

手
洗
い
、
う
が
い
を
す

る

第１部 第２部 第３部

３月２１日（土） １０時 １２時 １４時

３月２２日（日） １０時 １２時 １４時

供養料 一霊 一万円

塔婆料 一本 二千円
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